「おとなの童話集八)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　禁複製
むかし子どもだった心やさしいあなたへ

　翔べ、カモメのように（中）
　　　　　　　　　　尾崎　寛
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当時アテーナイは、国家（ポリス）の形態を整えておらず、海上のクレーテが勢力を張っていた。ダイダロスがクレーテ国王のミーノースから招待を受けたのは、彼が十八歳の時だった。
. 「世に類いなき発明家。神の叡智をわかち持つ名工ダイダロスよ、その天賦の才能によってわがクレーテの苦悩の種を取り除いてはくれぬか」
. クレーテの東に、ミーノータウロスという怪物がいる。頭が牛で体は人間の怪物は、非常に力も強く気性も荒い。クレーテでは、怪物のために毎年七人の青年と七人の処女をいけ牲として捧げなければならない。牛はミーノースの王権を象徴する動物でもあり、怪物がクレーテヘ送られて来たのは、もとはと言えばミーノースが神託に背いたからで、これを殺してしまう訳にもいかない。そこで、何とか檻に入れる訳にはいかないだろうかと、ミーノースは頼んだ。そして、ミーノースは一枚の皿を彼に見せた。赤絵の皿には、牛の頭と人間の体を持った怪物が描かれている。
. 「それが、ミーノータウロスだ」
. と、ミーノースは溜息をついた。冥想の末、
. 「何か考えてみましょう」
. ダイダロスは答えた。

. 幾つかの季節が過ぎていった。彼は賓客として城内の一画を与えられ、最高級の接待を受けた。昼も夜も考え統けた。目は窪み頬はそげ落ちたが、それでも名案は浮ばなかった。大理石の大きなテーブルに、羊の皮を薄くなめしたものを何枚も敷きつめ、線を引いては溜息をつき、また線を引く。何十枚もの羊の皮を無駄にしていたが、それでも人間の頭脳と岩をも砕く力を持ちあわせた怪物を収容する檻は完成しなかった。自分には失敗がないのだという気負いが、若いダイダロスの体力の消耗に輪をかけていた。
. 「友よ。そんなに根をつめていては体を悪くする。肉体にも精神にも共に休養は必要だ。広い世界を見るがよい。美しい花々は我が眼を奪おうとし、愛らしい乙女達は我が魂を奪おうと罠を張りめぐらしている。永い人生だ。時には罠へ落ちてみるのも悪くはないぞ」
. 彼の異常なまでのやつれ方を心配したミーノースの配慮で、ダイダロスは城外へ連れ出された。ともに外出したのは、長い間城に逗留している吟遊詩人だった。古代の神々の物語りや恋の歌を、王や貴婦人のために巧みに語って聞かせ、城で最も人気のある男だった。城に閉じこもっていた眼には、春の光りは痛いほどだった。街の中を散歩しながら、詩人はアポローンとダプネーの恋物語を彼に話した。恋の矢に射ぬかれたアポローンが ダプネーを追いかける場面で、詩人は自分がアポローンであるかのように熱をこめて叫んだ。
. 「待っておくれ、そんなにぼくから逃げないでおくれ。それじぁまるで、子羊が狼から逃げるようじゃないか。鳩が鷹から逃げるようじゃないか。ぼくが君を追いかけるのは恋のためなんだよ。そしてぼくは心配なんだ。きみが石につまづいて怪我でもしやしまいか、ぼくが君の苦痛の原因になりはしまいかとね」
. いよいよつかまりそうになったダプネーが、河岸で月桂樹に姿を変える場面では最大に熱を込め、街をゆく娘達がふり返つて笑った。
. 「アポローンが恋したのは、今日のような暖い春の日だったと思うよ」
. 二人は、雑踏の市を抜け河岸を歩いた。心地いい風が渡り、なるほど、たまには散歩もいいもんだと、ダイダロスが思っていると、小さな犬が走り出て彼の足にまといついた。小犬を拾いあげふざけていると、犬を呼ぶ声がして若い娘が飛び出して来た。
. 「私の犬を返して下さい」
. 娘は、距離を保ったまま体を硬くしていった。二人の全神経が、娘に集中した。なんて美しい人だ、あれこそダプネーだと詩人が囁いた。ダイダロスが犬を返そうとすると、詩人がそれを止めた。
. 「あなたの名前を教えて下さい。そうでなければ犬は返せません」
. なるほどと、ダイダロスが感心してみていると二三回押し問答の末、娘は小さな声でフ口ーラと答えた。
. 「フローラ！あなたにぴったりの名前だ。ところで花の女神さん、この男をジュピターの神殿まで案内してやってくださいませんか」
. 詩人は、もう一度同じことを頼んで、自分は用があるからと帰ってしまった。神殿を訪ねたいのだが、自分はこの国には不案内だからと、ダイダロスは頼んだ。一面に家で埋めつくした丘への斜面を登りながら、フローラは、彼がどこに住んでいるのか、何をしているのかと訊き、彼も娘に同じような質問をした。道は判りにくかった。分岐点はＹやＴ字の三叉路が多く、不案内な彼は、娘についていくしかない。小犬は二人の前を行つたり来たりしてついて来たが、Ｙ字の道の奥へ走っていってしまった。
. 「いいんですか。犬がいってしまいましたよ」
. 娘は笑っている。
. 「しんぱいありません。あの道は少しさきで行きどまりなんです。すぐにもどってきます」
. この街は袋小路が多く、初めての人はたいてい迷ってしまうと、娘は話した。彼女の言葉どおり、二人が別れ道に差しかかるころに尾を振りながら、犬はもどって来た。総てが大理石で出来た純白の神殿は、丘の頂きに輝いて街を見下ろしている。柔かな膨みを持つ円柱が屋根を支え、壁のレリーフは神々の偉業を語っている。それ等の一つ一つにダイダロスは目を見張った。
. 確かな興奮を味わいながら街へ戻り、もとの河岸へ帰ると子供が輪になって遊んでいる。傍を通る時、何気なく覗きこむと、大きな円が地面に描かれその中心に女の子が立っている。円は渦状に幾重にも重って迷路となり、誰が一番早く中心まで行かれるか競争していた。子供の遊びに見とれていたダイダロスの表情が変った。フローラにさよならを言うのさえ忘れて、急いで彼は城へ戻った。彼は、自分の心も体も穏やかな状態でないのを知った。落ち着きなく部屋の中を歩き回わり、考えこんでいた。確かな予感のようなものが、彼にはあった。いつも何か発明しようとする直前は、そんな状態になる。うろうろと歩き、時には拳で柱を叩いたり、また壁に寄りかかって永い間天井を見つめたりして半日が過ぎた。
. その晩から、彼は猛烈な勢いで羊皮に無数の線や円を引き始めた。そして丸三日間、食事も床に就くことも忘れて設計図と戦った。いよいよ設計を始めたらしいと聞いて様子を見にきたミーノースが、彼の口ヘ焼肉を押しこんだのさえ気付かなかった。四日目の昼、ミーノースが訪れた時には、ダイダロスは床の羊皮の上に倒れて深い眠りの中にいた。辺りには、図形に埋れた羊皮が散乱している。その何枚かを手に取ってみたが、何が書かれているのか見当すらつかなかった。翌日ミーノースは図面を見ながら説明を受けたが、さっぱり判らなかった。とにかく、とてつもなく奇妙なものが出来上るらしいと、想像するだけだった。ミーノースは、ダイダロスの希望どおり早速準備にとりかかった。
. そして全ての用意が整うまでの一か月間、彼は毎日のようにフローラに会いに出かけた。いよいよ工事に取りかかろうという頃、アテーナイから甥のぺルディクスがやって来た。彼の携えた姉の手紙に、彼に大工の技術を教えて欲しい、弟子にして一人前の大工にしてやってもらいたいと書いてあった。やがてペルディクスは、非凡な才能を発揮した。浜辺に落ちていた魚の骨をヒントに、鋸を作ったり、円を正確に描く道具コンパスを発明した。ダイダロスは、彼に新しい設計図を見せてぺルディクスが理解できるのを知って、大変喜んだ。何もかも一人でやらなければならない仕事が、その時から二人で分担できるようになり、大変効率が上がった。
. やがて工事が始まり、段々できあがっていくにつれ不可解な事件が起こるようになった。工事のためにかり出した奴隷達が、建物の中で行方不明になってしまうのだ。 一旦建物の中へ入ると、出口はおろか、自分の居る所さえ判らなくなってしまう。上へ上へと登っているはずなのにいつの間にか地下室にいたり、廊下と壁が自然につながっていて、気がつくと自分が壁を歩いていたり大混乱が起きた。一日の仕事が終わり点呼をとると、何人かが戻っていない。そして、日増しにその数が増えていった。どうしても外へ出られないのだ。「捜索隊」に笛と長いロープを持たせ救助に向かうと、時には何時間も経って、疲れきった顔で連れ戻される・・・・ダイダロスは、混乱を満足そうに笑って見ていた。

. ミーノース王は、完成を急いでいた。昼夜を徹しての工事が行われ、主に夜の監督はペルディクスが、昼はダイダロスが当たった。二年後、数本の高い塔を持った円柱形の迷宮は完成し、怪物ミーノータウロスは巧みにおびき出されて幽閉された。
. こうして、ミーノースの悩みが解決したかに思われた。ダイダロスも故郷アテーナイヘ帰ろうか・・・考えていた。もちろんフローラといっしょに・・・。そんな明るい夢に浸っていられたのは束の間で、また新しい大きな問題が生じた。
. ミーノースの息子の王子アンドロゲオスは、屈強な若者で、国内の競技会ではいつも優勝をさらっていた。それは、ミーノースの大変な自慢の種だった。半年ほど前、隣国で競技会があると聞いたアンドロゲオスは、海を渡ってアテーナイヘ乗りこんで行った。風の便りで、各国から集った勇者を倒して優勝を勝ちとった、と知らされていたが、その後数個月たっても何の噂もなかった。やがて虫の息で帰りついた伴の二人が、真実を伝えた。恐るべき力を持った若者が、クレーテ王の息子であることを知ったアテーナイの王は、ひそかに彼を暗殺してしまったのである。ミーノースは全身を震わせて怒り、ただちにアテーナイに宣戦布告をし、間髪をいれず強大な軍隊を送りこんだ。そのために、ダイダロスも新しい兵器を開発する仕事で途端に忙しくなった。

. 白く輝く家が、遠く海まで続いている。街を見降す丘の道を二人は歩いていた。
. 「わたし、あなたにどんなにお礼をいったらいいか。わからないわ」
. 白い野生の花を摘みながらフローらは、ダイダロスに微笑みかける。
. 「お礼…どうして？」
. 「だって怪物を閉じこめて下さったんでしょう。もう、いけ牲も出さなくっていいんですもの。わたし、いつ自分が怪物のいけ牲にされるのかと思うと、いっそ死んでしまった方がいいと思ってたのよ」
. 花摘みを手伝っていたダイダロスの手が止まった。
. 「いや。そうじゃないんだよ。……いままでどおりいけ牲はいるんだ」
. 「どうして？！」
. 「閉じこめはしたが、殺す訳にはいかないんだよ。牛はこの国の、というよりミーノース王に王権をさずけた守護神だし、一度神託を破ったために送られてきた怪物を殺してしまったら、今度こそどんな罰が下るか判らない。だから、王には退治する勇気はないのさ」
. 「…そんな！」
. フローラは草の上にくずれた。彼はフローラを抱き起こしながら、彼女に白羽の矢が当る日のことを思った。
. 「兄は、兵士になって戦争にいったわ。ああ、いや。こんな世界はもうたくさんだわ！」
. 小刻みに震えるフローラは、濡れた目で水平線の彼方の国を見つめている。遠い空へ向って大きな鷹が飛んでいる。
. 「鳥になれたら・・！」
. ダイダロスの腕の中で彼女は叫んだ。
. 「どこまでもどこまでも広がる海も、雲さえさえぎる壁のような高い山々も楽々と飛びこす鳥になれたら・・、海や山だけじゃない・・国境さえ簡単に飛びこえて・・・。こんな苦しみは知らなくてすんだでしように！ああ神よ、私に自由の翼を下さい！」
. 圧倒的に力の違うクレーテ軍の前に、アテーナイはたちまち退散した。元々戦力に大きな差がある上にダイダロスの発明した新兵器が威力を発揮し、敵の闘争心を喪失させた。どんな条件をも呑むと、和睦を申しこんできた。吟遊詩人から、その情報を得たダイダロスは王の元へ出かけた。
. 「偉大なる王よ。いかがでございましょう、毎年の生け贄をアテーナイから出すことを条件にしましたら」
. 「そうだな・・・そうすればミーノタウロスについての悩みは、完全にわが国から無くなるな・・・」
. 怪物のためのいけ牲をアテーナイに肩代りさせるダイダロスの提案は採用され、その条件のもとに両国は和睦した。そして、その決定が、この国とダイダロスの将来に大きな影を落すことになる。


. ダイダロスの息子は、鳥の口真似が得意だった。窓辺に寄って口笛を吹くと、沢山の小島が集って彼の肩や頭に乗る。その様子を見ているダイダロスには、息子が小鳥と話しができるように思われた。幽閉の身とはいっても、 一日は結構忙しい。朝には一日分のパンを焼き、三度の料理と掃除洗濯、そして息子の学習、神々への祈祷の時間、時には息子の遊び相手もしなければならないし、風呂のために沢山の湯を沸かせなければならない。年に一度くらいは、風邪をひくこともあるし、サンダルもつくろわなければならない。五年はそうした雑事の中に過ぎていった。
. 実をいえば、ダイダロスには、この迷宮を抜け出す方法があった。この巨大な迷路の設計者には、唯一の弱点が解っている。が、彼は実行しなかった。外へ出て、後をどうする・・息子とフローラと、三人で逃げ隠れする生活を一生続けるのか？アテーナイへ逃げていくのか？どちらも不可能だった。彼はアテーナイ人だが、その故国を敵として活躍したばかりだから、帰ったところで、逃げ隠れする日々になるだろう。それに、ここでの生活は、欲しい物はなんでも手にはいるし、具合が悪ければ、すぐに医者がきてくれる。人との面接だけが禁止されているが、それ以外はなに不自由ない毎日だ。フローラと手紙のやり取りはできるし、小さな息子連れでは、ここに居るのが一番いい・・・と思い、いつかは許されてフローラと親子三人で幸せに暮らせる、と信じていままでやってきた。
. しかし、ダイダロスは、最近自分の心が落ち着かないのを感じていた。不安にも似た微かな動揺と、焦りに近い苛立ちが常に彼から離れない。原因はおおよそ判っていた。息子も数年経てば、かって彼が羊を引いて家を出たように独立する歳になる。だが、現実は……。息子の近い将来のことさえ見通しはたたない。それどころか、むしろ絶望的でしかない。更に、昨日見たアテーナイの船が彼の脳裡に甦る。自分の知らない間に、世界は変わっているのだ。息子は、一生をこの迷宮の中で終るのだろうか。その時、不意に神託が想い起こされた。

. アテーナイとの戦争が終結したとき、彼はフローラと結婚した。平凡で日常的な幸福が彼に訪れて、やがて息子が誕生し習慣に倣ってデルポイの神託を伺った。彼が愕然として問い直したほどに、その内容は信じ難いものだった。
. 「お前の最も秀れた発明が、息子の命を奮う刃になるだろう」
. ダイダロスは半狂乱となって、それまでに発明した多くのものを破壊してしまった。ミーノースのために作った鉄の戦車も、岩を飛ばす兵器も、手当り次第に壊しあるいは火をかけた。後に残ったものといえば、橋や砦などを除くと、この迷宮とミーノースに贈った盃、それに王子のための木馬だけだった。その盃は、見かけは普通のワイン盃と変わりないが、なんと一瓶の酒が楽に入った。ミーノースは、それが殊に気にいって、外国からの賓客との饗宴には、必ず使った。親交の印として、まずミーノースがワインを飲み、盃を賓客に渡す。すると、皆がみな、見かけと余りにも違うその重さにまず驚く。ミーノースに勧められるままに、一口飲んで次へ渡す・・そして、次へ・・十人過ぎる・・客達の間にちいさなざわめきが起こる。十五人・・ざわめきが大きくなり・・・二十人・・・どよめきが沸き上がる。もう、誰も飲み食いしていない。盃の行方を見守っている。三十人・・「どうなってんだ！」「なぜ、無くならない？！」「自然に湧いて来るのか？！」「おー、奇跡だ！！」これに度肝を抜かれない賓客は、誰もいない。その光景を見るのが、ミーノースの大きな喜びであり、楽しみだった。それに、翌日からの面倒な交渉事が、初手からいきなり「王手！」をかけられたように、相手の気をそいでしまう実用的な効力もあった。ダイダロスの狂乱を聞いて、王は、その盃と王子のための空飛ぶ木馬を護衛するために、小隊を急遽編成した。
. ダイダロスは、捕らえられ城の地下牢に繋がれたが、処分が決まらぬままに日が経っていった。牢獄生活の間に彼を度々訪れ、情報を与えたり元気づけたりしてくれたのは吟遊詩人だった。その頃から、街には噂が流れ疫病のように広がっていた。「ダイダロスよりぺルディクスの方が秀れたオ能を持っている。今度のダイダロスの乱行は嫉妬の余りに発狂したのだ」という噂を、詩人は言いにくそうに教えた。ダイダロスは笑っただけで、それには答えなかった。暗い牢獄生活が一と月も過ぎた頃の晩、堅いベッドの上で眠りに就いたばかりのところをダイダロスは起こされた。鉄格子の外で彼を呼んでいる、ショールで頭からすぽり包んでいる若い女は、ミーノースの娘、王女アリアドネーだ。
. 「これは、王女様、こんな所に何のご用ですか、しかもこんな時刻に？」
. アリアドネーは一人の立派な青年を伴っている。
. 「静かに。番兵が聞きつけます！」
. 精桿な青年は、アテーナイ王の王子テーセウスで、今年のいけ牲の中にまぎれこんで来たということだった。
. 「アテーナイから、怪物の生け贄をもう六回送りました。前途のある青年四十二人、夢を抱えた乙女達四十二人が、余りにも理不尽な理由と方法で突然命を絶たれたのです。もうこれ以上耐えられません。わたしは、なんとしてでも怪物を倒します。どんな犠牲を払ってでも、この命と引き換えてでも倒す覚悟で来ました。ここへ来るまでは、生け贄として迷宮へ入り、怪物の命を狙うつもりでした。が、幸いなことに王女と知り合いになり、話しを聞いて、考えを変えました。可能なら、先に忍び込んで倒してしまおう、と。そのためには、あなたの協力が必要なのです。ぜひ、お力を貸してください」
　小声ではあるが、王子は力強く、熱をこめて語った。
　そして、彼を一目見て恋をしてしまったアリアドネーが、迷宮についてダイダロスに智恵を借りようと密かに訪れたのだった。
　「もともとアテーナイには、いけ牲を差し出す義務などないはずです。それに、あなたにも重大な責任があります。私の父が神のご意志に背いた罰を、アテーナイにおしつけたのはあなたですもの。だから、あなたがテーセウス様が怪物退治されるのに力を貸すのは、当然すぎる義務ではありませんか」
　アリアドネーは、厳しくダイダロスに詰め寄った。彼もいけ牲を故国アテーナイに肩代りさせたことについて、良心の痛みは感じていた。ダイダロスは迷宮について詳しく教え、糸玉を持って行くようにと忠告した。
　次の深夜、アリアドネーは迷宮の門に向かった。
　「こんばんわ、警備隊長さん」アリアドネーが、迷宮の衛兵に呼びかける。黒人の兵士は、辺りを見回し女が一人なのを確かめると、気を緩めた。
　「やあ、こんばんわ、・・・一人かい？こんな真夜中にどうしたんで？・・それにわしは隊長じゃねぇでがすよ」
　「あら、そうなの。りっぱな体だし頭もよさそうだから、隊長さんだと思ったわ」
　 若く美しい娘に褒められ、黒人兵は嬉しそうに
　「へへ・・・そうかい。だけど、娘さんが一人歩きする時間じゃねぇですよ。どうしたんで・・・」
　「道にまよったらしいのよ。ここは、どこなの？ずいぶん大きなお城みたいだけど・・」
　「城じゃねぇですよ。迷宮（ラビリンス）でがす。知らねぇでがす・・か？」
　「ああ、迷宮（ラビリンス）て、話しにきいたことがあるわ。これが、そうなの・・」
　アリアドネーが、衛兵達の注意を惹いている間にテーセウスと二人の伴は、闇にまぎれて迷宮の裏手に忍び寄っていた。ほとんど窓のない建物で、裏の一番低い小さな二階の窓、そこが表の門以外に唯一出入りできることをダイダロスは教えてくれた。あれだな・・と、テーセウスは、一つの小窓に見当をつけ、ロープにつながった鉤を投げる。鉤は窓枠に当たり、カーーンと、思ったより大きな音を闇に響かせ、跳ね返って落ちて来た。表門のアリアドーネの耳にも小さく聞こえた。集まって来た数人の兵士に囲まれ、アリアドーネは、彼らが音に気づかないか、はらはらしたが話しに夢中で誰も注意を向ける者はない。
　「だけど、こんな酒場も大浴場もないとこで、時間をもてあまさないこと？」アリアドネーは、急に大きな声になり、衛兵たちに話しかける。
　「とくに、女気なしで、つまらないでしょ・・気の毒ねぇ」
　 言いながら、神経は耳に集中している。三回小さなカーンが聞こえた。なんとしてでも、兵士たちの注意を自分に惹きつけなくては・・・！アリアドネーは、ますますおしゃべりになった。久しぶりに若い女を間近に見て、兵士たちは高揚していた。しやべりながらも、耳に神経を集中しているが、三回目以降聞こえなくなって時間がたった。〈うまくいったようね・・〉
　「じゃぁね、わたし帰らなくちゃ」
　突然、後ろをむくとアリアドネーは駆け出した。少し離れた木陰に馬車が待っている。取り残された兵士たちは、闇の奥へ掻き消えた女に、幻を見たような思いだった。
　そのころダイダロスは、なぜか目が覚め寝付かれないでいた。やはり、テーセウスのことが気になったのだろうか、気分が落ち着かない。予定どおり運んでいれば、いまごろテーセウスは迷宮の中だ。はたしてテーセウスと若者で、あの巨岩のような怪物に勝てるのだろうか・・。ダイダロスには、勝ち目があると思えない。それが、落ち着かせない原因だ。〈それに・・・俺の発明で最も優れたものとは、なんだ？〉いままでに何度考えたかしれない問が、指に刺さった目に見えない小さな棘のようにイライラさせる。残っている発明とは、王の盃、王子の木馬、いくつかの橋、砦・・・そして、迷宮。どれが、なぜ、息子の命を奪うのか・・・。

　五日が過ぎ、吟遊詩人がやってきた。
　「ミーノタウロスが、退治されたよ」
　詩人は、まずビッグニュースを伝えた。
　今年の生け贄を捧げる日になり、男が三人いなくなっていることが分かった。残った男たちを拷問して、テーセウスが王子であり、従者と三人で怪物退治にむかったことを知ったミーノースは、なんと一個大隊を迷宮へ送った。おそらく、テーセウスたちは怪物にやられてしまったに違いない、と考えたからだ。つまり、ミーノタウロスはまだ生きている、と。ミーノタウロスを外に逃がすようなことは、なんとしても防がなくては、ならない。
　迷宮の門が開かれた。生け贄を急いで中へ押し込むと、すぐに門は閉じられ、一個大隊が、門を中心に何重にも取り囲み待機した。午前から夕近くまでなにごともなく静かに経過し、野営の準備が完了したころだった。表門のずっと上の窓が開いた。生け贄の一人の男が激しく手を振り、叫んでいる。ようやくわかったことは、怪物が倒れ死んでいる・・・ということだった。誰も、にわかには信じられなかった。
　「ミーノタウロスは、全身に無数といっていいほど、刺し傷切り傷があったそうだ。相当激しい戦いだったんだろうな。致命傷は、首を刺し抜いた剣だ。後ろから木の幹のような太い首を剣が貫いていた。おそらく高い所から飛び降りて、全体重をかけて刺したのではないか・・・と、いうことだった。剣は、相当身分の高い者のりっぱな剣なので、テーセウスの物だろう」
　血の海の中で、二人の従者も息耐えて発見された。翌日もテーセウスの捜索が続いたが、結局見つから無かった。小窓の下に血だらけの毛糸が、丸まって残っているのみだった。
　「まったく意外な展開だったよ。生け贄が、怪物を退治してしまうなんて。王が命じて退治した訳じゃないから、おそらく王に新しい困難が降りかかることはないだろうと、重臣たちも胸をなで降ろしてるよ。で、その限りでは、目出度い結末なんだが、一つ問題があるんだよ。王女アリアドネー様が、消えたんだ。行方不明といっていいのか、どうか・・・」
　「それなら、心当たりがあるよ」
　黙って聞いていたダイダロスが、ぽつりと言った。
　「えっ・・・・？」
　詩人は、驚いて見つめる。
　ダイダロスは、前の夜にあったことを全て詩人に語った。目を大きく見開いたまま詩人は、聞いていた。
　「そうか・・・そんなことがあったのか・・・じゃ、王女様は、テーセウスといっしょに行かれたのか。」
　「そうだと思うよ。いくら恋したといっても敵国に乗り込んでいくのは、大変だろうな」
　「僕としては、このことを王に報告しないわけにいかない。・・・すると君にもなんらかの影響は、避けられないが・・・」
　詩人は、後を言いよどんだ。
　「もちろんだとも。もし、君が話しにくければ僕が自分で王に全てはなすさ。だから、遠慮なく事実を伝えてほしい」

　怪物を退治しアリアドネーをさらって行ったテーセウスに、ダイダロスが力を貸したことを知ったミーノースの怒りが、爆発した。ミーノースとしては、先の王子アンドロゲオスに続き王女アリアドネーもアテーナイに奪われたことになる。
　怒り狂ったミーノースは、ダイダロスだけでなく彼の息子をも主の居なくなった迷宮へ閉じこめてしまった。

　　　　　「翔べ、カモメのように（下）」に続く
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本を読むと、ちょっと一言いいたくなりませんか？ (:>)

(:0)　言いましょう！


ご感想メールをお送りください。

今後の参考やエネルギーにさせていただきます。（編集部）

ここは文末です。
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